
地域と大学の連携で活性化を！ 

８月２５日（火）から２７日（木）にかけて，広島経

済大学と牧地域との域学連携がおこなわれま

した。高齢化，後継者不足など地域の衰退が叫

ばれる今，地域と大学が連携して地域活性化の

アイデアを出したり，行動化の足がかりを見つけ

たりする取り組みが各地で行われています。 

今回，広島経済大学の藤谷教授とゼミの学

生１４名が牧地域に来られました。 

２５日（火）は自治振興会役員や地域おこし

協力隊が牧地域の現状や取り組みを紹介し，

学生たちから事前の調査等に基づく質問が出

されました。 

２６日（水）は，法人のぶどう園や神石牛実験

牧場の視察，ふれあい弁当の配布に参加など限られた時間ではありましたが地域の人とふ

れあいました。 

その日の夕方には，学生と牧地域の若者との交

流が企画されました。牧ふれあいセンターに若者

たち約２５名が集い語り合いました。平日でもあり

牧地域からの参加者数に不安がありましたが，十

数名の若者が仕事を終えてふれあいセンターに

足を運んでくれました。初めての出会いでも，バ

ーベキューが始まるとすぐに打ち解け，会は大い

に盛り上がりました。 

大学生は２日間で得た情報を大学に持ち帰っていくつかのプランをまとめ，後日，提案に

来てくれることになっています。 

 

 

牧地域 運動会開催 

９月６日（日）の午前９時３０分から，

牧農村公園のクラブハウスで，区民運

動会が開催されました。外は，雨でし

たが多くの参加で盛り上がりました。

約６０名の参加者で地区対抗や各団体

の競技が楽しく行われました。牧地区

ではいつも，元気に，楽しく，地域を盛

り上げることに努めています。 

お昼は，ふれあい工房の和室で，昼食を食べながらコミュニケーションを深めました。 

 

神石地区バレーボール大会  
牧女子チームは今年も優勝！ 

９月５日と１２日に開催された神石地区バレーボール大会に

おいて牧チームは今年も奮闘されました。 

女子は人数がそろわず総勢７名のチームでなんと優勝をかちとりました。 

男子も人数不足のため永野との合同チームを組んでの出場となりました。総当たり戦で

惜しくも１勝２敗という成績でしたが善戦しました。 
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編集後記   

秋も深まり，お米の収穫もほぼ終わりました。 

９月に入ってから雨の日が多かったため，田んぼが

ぬかるみ稲刈りがとても困難だったようです。それで

も「神石の米はおいしい！」「牧の米はおいしい！」と

いう声に支えられ，みんな一生懸命作っておられます。

新米はしっかり味わって食べたいものです。 

がんじょうおじさんの園芸ひとくちメモ 
 今月は貯蔵性に優れ，用途の広いタマネギについてふれてみたいと思います。 

タマネギを切るとき目にしみることがありますが，実はこれが体に良い成分なのです。値段は安いので買えば良

いという人もおられるでしょうが，ここはひとつ有機栽培してみてはいかがでしょうか。 

苗は自家製が良いのですが，購入したものでも構いません。長さは２０ｃｍ～２５ｃｍ位で，太さは塗り箸位が良い

でしょう。小さいと寒さに弱く，太すぎるととう立ちしやすくなります。 

圃場は石灰質肥料と有機質肥料を施し，早めに準備しておきましょう。そこに１５ｃｍ間隔のポリマルチを張り，植

え付けします。植え付けは１１月初旬には済ませましょう。遅くなると寒さにあい，根がよく張らないうちに凍害にあ

い浮き苗になってしまいます。畝間に敷草などを入れて寒さを防ぎましょう。 

先日，役場を通して牧自治振興会に

匿名で寄付（ふるさと納税）をしてくだ

さった方がおられました。牧地区を気

にかけ応援してくださることに感謝し

ます。ありがとうございました。 


